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第１章 個別施設計画の概要 

 

（１）計画の背景・目的等  

地方公共団体においては、過去に建設された公共施設等がこれから順次、更新時期を迎

え、全国的に公共施設等（インフラを含む）の老朽化対策が大きな課題となっています。

本市においても、保有する施設の約半数がすでに建築後３０年以上を経過しており、今後

これらの公共施設等について改修や更新等適切な処置を行なわなければ、さらに老朽化が

進行し、維持管理費の増加や公共サービスの提供に支障が生じる可能性がありますが、一

方で、少子高齢化に伴う社会保障費の増加、生産年齢人口の減少に伴う税収の減少等によ

り財政状況は厳しく、全ての施設を維持・更新することは困難です。 

そのような中、国においても公共施設等の老朽化対策を重大かつ喫緊の課題であると位

置付けされ、２０１３年（平成 25 年）１１月に『インフラ長寿命化計画』を策定、地方

公共団体に対しても２０１４年（平成 26 年）４月に公共施設の現状を把握し総合的かつ

計画的な管理を推進するために必要な基本方針や管理方法等を定めた「公共施設等総合管

理計画」策定について要請されたところです。 

このため、本市では人口減少や少子高齢化など社会情勢が変化していく中、公共施設に

求められる安全性や機能性を確保しつつ、財政負担を軽減・平準化し、効率的で効果的な

施設の運営を行っていくための基本的な方針である『小浜市公共施設等総合管理計画』を

２０１６年（平成 28 年）３月に策定したところです。 

この『小浜市公共施設「個別施設計画」』は、本市が持続可能な財政運営を将来にわた

り維持していくために、小浜市公共施設等総合管理計画に基づいて、個別施設ごとに具体

的な対応方針を定めるものとして策定するものです。 

 

（２）計画の位置付け 

    小浜市公共施設等総合管理計画の実効性を高めるための「個別施設における必要な対

策や実施時期についての方向性を具体的に示す計画」として位置付けます。 

    なお、長寿命化計画や適正化計画等が策定（策定予定を含む）されている公共施設やイ

ンフラ施設等は、当該計画をもって個別施設計画とみなします。 

    【策定済みの計画】 

      公共施設等 

       ・小浜市公営住宅等長寿命化計画 

       ・（仮称）小浜市小中学校長寿命化計画･･･２０２０年までに策定 

      インフラ施設等 

       ・小浜市橋梁長寿命化修繕計画 

       ・小浜市舗装の個別施設計画 

        ※上水道、下水道（個別排水処理施設含む）については、地方公営企業という

独自性を有しており、独立採算を原則とする会計として、別に計画を策定中。 

 



2 

 

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

総合計画

行政改革大綱

公共施設等
総合管理計画

個別施設計画

2015～2034

2019～2034

第３期 2029～2034第２期 2024～2028

第6次 2021～2030

（予定）
第5次 2011～2020

第7次 2031～2040

（予定）

第6次 2021～2030

（予定）
第5次 2011～2020

第7次 2031～2040

（予定）

第１期 2019～2023

（３）計画期間 

    ２０１９年度から２０３４年度までを計画期間と定め、２０１９年度から２０２３年

度までの５年間を第１期とし、以後５年ごとに計画を更新していきます。なお、取り組み

状況の進捗や社会情勢の変化などに応じ適宜見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 保有する公共施設等の現状 

 

（１）対象施設の現状 

２０１６年（平成 28年）３月に策定した「小浜市公共施設等総合管理計画」によれば、

本市が保有する建築物の総延床面積は１５７，９９０㎡ （2014（H26）.3.31 現在）で、

市民一人当たりに換算すると５.０８㎡／人 となります。全国平均が３.２２㎡／人 、本

市と人口が同じ規模の都市の平均が４.８３㎡／人 であることから、他と比較しても高い

数値となっていることがわかります。 

建築用途別では、学校が建築物全体の３１.７％を占め、次の公営住宅の２０.９％と合

わせると、全体の半分以上を占めています。その他、公民館等の集会施設が８.２％、ご

み焼却場等の供給処理施設が７.７％、体育館等のスポーツ施設が６.２％等となっていま

す。 

建築年度別では、１９５５年代（昭和 30 年代）後半から徐々に増加していき、１９７

５年代（昭和 50 年代）に建築が集中しています。それ以降は、庁舎や学校、ごみ処理施

設等の大規模な施設の建築もありましたが、概ね平均的に増加しています。 

一般的に大規模改修の目安となる建築後３０年を経過した建築物の延床面積は、７９，

１８２㎡と全体の半数を占めていることから、全体的に老朽化が進行していることがわか

ります。さらに、橋りょうや上下水道といったインフラ資産についても、耐用年数が迫っ

ています。 

こうしたことから、公共サービスの質を維持した建築物の延床面積の削減と、早急な老

朽化対策が課題となっています。 



3 

 

第３章 施設評価の考え方 

個別施設について、建物（ハード）と機能（ソフト）の二つの視点で施設の現況について

数値比較を行う現況評価（一次評価）と、数値では表せない要素（公共性や政策的視点）に

よる政策的評価（二次評価）を行い、それらの結果を踏まえて基本方針を検討していきます。 

 

（１）施設評価の考え方 

①個別施設の基本情報、状態等の把握 

   施設の基本的な情報および施設の状態を整理します。 

   本計画における個別施設の基本情報および状態は２０１７年度末（２０１８年（平成３０

年）３月３１日）時点のものとします。 

 

②現況評価（一次評価） 

老朽化や耐震性、利用状況などの評価項目を数値化した後、平均値との差がどれくらいあ

るのかを偏差値で表した上で、建物（ハード）と機能（ソフト）の２つの軸で各施設の平均

となる偏差値５０を中心に４分割されたＡからＤのいずれかに分類し、施設ごとに方向性を

検討していきます。 

 

ア）評価項目 

区分 評価項目 数値の算出方法 内容説明 

建物 

（ハード） 

老朽化率 築年数÷法定耐用年数 建物自体の老朽化割合を示す。 

耐震補強の

必要性 

・1981 年（S56）以降の新基準によ

り建築された建物 

・1981 年（S56）以前に建築された

建物で、耐震診断の結果、改修の必

要性が低い建物もしくは耐震改修

済の建物 

－ 

建物の耐震基準適合状

況について、建築年や

耐震診断結果、耐震改

修の実施状況から必要

性について評価。 

・1981 年（S56）以前に建築された

建物で、耐震診断の結果、改修の必

要性が高い建物もしくは、耐震診

断を実施していない建物 

要 

機能 

（ソフト） 

開館１日当

り利用者数 
年間延利用者数÷開館日数 

開館日１日当たりの利用者数を

示す。 

１人当りコ

スト 
（支出額－収入額）÷利用者数 

利用者１人当たりのコストを示

す。 

１㎡当りコ

スト 
（支出額－収入額）÷延床面積 

延床面積１㎡当たりのコストを

示す。 
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0

機
能
（

ソ
フ
ト
）

建物（ハード）

50

50

【改善】 【維持】

【改善】【改廃】

建物（ﾊｰﾄﾞ）と機能（ｿﾌﾄ）
ともに評価が低い

Ｄ

建物（ﾊｰﾄﾞ）は評価が高く
機能（ｿﾌﾄ）は評価が低い

Ｂ

建物（ﾊｰﾄﾞ）は評価が低く
機能（ｿﾌﾄ）は評価が高い

Ａ

建物（ﾊｰﾄﾞ）と機能（ｿﾌﾄ）
ともに評価が高い

Ｃ

イ）評価方法 

   建物（ハード）と機能（ソフト）について、それぞれ偏差値を算出します。 

建物（ハード）の偏差値 全施設で計算。老朽化率と耐震補強の必要性の偏差値の平均 

機能（ソフト）の偏差値 

「文化生涯学習系施設」「福祉系施設」「産業観光系施設」で計算。

１日当り利用者数、１人当りコストおよび１㎡当りコストの偏差

値の平均。 

 

ウ）評価の分類イメージ 

   それぞれの偏差値から４つのグループに分類し、施設ごとに方向性を検討していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③政策的評価（二次評価） 

    数値では表せない要素（公共性や政策的視点）について、下記の基準で評価を行います。 

評価基準 

①整備目的が明確で、目的に合致した利用が継続的に行われている。 

②地域防災において、災害拠点や避難施設として指定されており、代替できる施設

が無い。 

③市内に類似施設が無く希少性が高い。 

④施設の運営方法や施設機能の向上により利用状況が改善される見込がある。 

⑤その他、施設の実情（地域での役割等）に応じて評価を行う。 
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現況評価での
方向性

政策的評価 基本方針

維持（Ａ）

改善（ＢＣ）

改廃（Ｄ）

高

高

低

低

現状維持

存続について検討

改修・建替え

存続について検討

現状維持

④基本方針の検討 

「現況評価（一次評価）」に「政策的評価（二次評価）」を加味して、基本方針を検討しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●一次評価が「維持」となった施設は、基本方針を「現状維持」とすることを原則としま

す。 

●一次評価が「改善」もしくは「改廃」となった施設は、二次評価（政策的評価）を行い

ます。 

●一次評価が「改善」で、二次評価（政策的評価）が「高」の施設は、基本方針を「現状

維持」とし、引き続き施設を使用していくことを原則とします。二次評価が「低」の施

設は、基本方針を「存続について検討」とし、施設の統廃合や廃止について検討するこ

とを原則とします。 

●一次評価が「改廃」で、二次評価（政策的評価）が「高」の施設は、基本方針を「改修・

建替え」とすることを原則とします。ただし、施設の利用状況や施設の実態、建替えに

かかるコストを検討した結果、建替えが適当でないと判断した場合は基本方針を「現状

維持」とします。二次評価が「低」の施設は、基本方針を「存続について検討」とし、

施設の統廃合や廃止について検討することを原則とします。 

●なお、基本方針を「現状維持」とした施設であっても、本市の財政状況を踏まえ、維持

可能な財源確保が困難、あるいは施設の維持が不要と判断された場合には、基本方針を

「存続について検討」とします。 
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 ⑤施設の整備手法と具体的な実施内容および実施時期の検討 

   施設評価により導き出された基本方針をもとに、施設の状態等を踏まえ、長寿命化や耐

震改修、機能保全さらには、集約化・複合化、廃止や建替え等の必要な対策について、具

体的な実施内容や実施時期などを施設ごとに整理します。 

 

【現状維持】の整備手法 

   現在の施設の状態を維持するため、計画的な保全、修繕・改修工事の実施を検討します。 

手法 対策内容 

長寿命化 施設の状況を早期に把握したうえで、長寿命化工事の実施や計画的な保全を行い

構造体の劣化進行を遅らせる。長寿命化工事には機能保持の内容も含む。 

耐震改修 現行の耐震基準に対する耐震性を満たしていない施設の耐震改修工事を実施す

る。 

機能保持 建物や設備の性能や機能を良好な状態に保つほか、経年劣化や社会的劣化に対応

するため、建物や設備の点検・診断を行い、必要に応じて修繕・改修等を実施する。 

・維持管理の効率化 

・施設の仕上げ、設備等の経年劣化 

・施設の機械設備システムや付帯施設の陳腐化 

・利用者ニーズの変化に対する社会的劣化 

 

【存続について検討】の整備手法 

   今後の施設の方向性や施設のあり方について検討します。 

手法 対策内容 

集約化 同一または類似の機能を有する施設を集め、一つの施設として整備する。 

・利用状況や立地を踏まえ、集約した場合でも利用者ニーズを満たすことができる

など、集約化の可能性がある場合には積極的に集約化を図る。 

複合化 他の用途や機能を有した施設を合わせて、一つの施設として整備する。 

・周辺の公共施設の改修・改築等に合わせて複合化を図る。または、改修・改築等

によって複合化が図れるか検討を進める。 

用途転用 既存する施設の現在の用途を変更して、既存の施設を活用しつつ別の用途として

使用する。 

廃止 既存の施設を現状のまま存続させる必要性が低い場合は廃止する。 

・施設機能の廃止 

・民営化 

・売却、譲渡 

・除却 
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政策的評価結果（二次評価）

現状維持
・長寿命化
・耐震改修
・機能保持

存続について検討
・集約化
・複合化
・用途転用
・廃止

改修・建替え

・大規模改修
・建替え

維持

改善

改廃

現
況
評
価
結
果
（

一
次
評
価
）

低 高

【改修・建替え】の整備手法 

   大規模改修や建替え等について検討します。 

手法 対策内容 

大規模改修 既存の施設について、求められる機能や性能を有する水準へ改修工事を実施する。 

建替え 既存の施設を取壊し、現地もしくは別地に同等の機能を有する施設を整備する。 

  

 

  （参考）基本方針のマトリックス 
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第４章 個別施設の基本方針と実施内容 

 

   施設類型ごとに整理された個別施設の、「基本情報」「施設の現況評価（一次評価）」「施設

の政策的評価（二次評価）」および「基本方針、整備手法、具体的な実施内容・実施時期」

について記載します。 

 

2017 年度末（2018 年（平成 30 年）3月 31 日）時点 

区分 分類 施設類型 施設数 

2017 年度末 

延床面積 

（㎡） 

施設全体に

占める割合 

（％） 

公
共
施
設
（建
築
物
） 

文化生涯学習系施設 集会施設 20 12,151.40 7.7 

 文化施設 1 3,059.43 2.0 

 図書館 1 2,628.93 1.7 

 博物館等 6 5,332.98 3.4 

 スポーツ施設 8 9,980.36 6.3 

学校教育系施設 学校 39 49,401.00 31.4 

福祉系施設 保育園・幼稚園・児童施設 17 7,534.19 4.8 

 保健・福祉施設 5 4,562.91 2.9 

産業観光系施設 産業施設 2 751.20 0.5 

 観光施設 23 1,495.46 1.0 

行政系施設 庁舎等 1 9,159.21 5.8 

 供給処理施設 4 12,029.60 7.7 

 その他行政系施設 7 1,375.13 0.9 

公営住宅 公営住宅 69 33,080.52 21.0 

その他の公共施設 その他の公共施設 9 4,573.25 2.9 

計 212 157,115.57 100.0 

学校、公営住宅を除いた計 104 74,045.03  

※「学校」および「公営住宅」は、別途長寿命化計画を策定（策定予定）のため本計画から除く。 

※「学校」の施設数は、建築年が違う校舎、体育館をそれぞれ１施設としてカウントする。 
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１．文化生涯学習系施設 

（１）集会施設  

 

①施設の基本情報 

   全 20 施設のうち、12 施設が築 30 年以上となっています。延床面積の合計は 12,151.40

㎡で、施設全体の 7.8％を占めています。構造別では、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）が 10施

設、鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）が 1施設、鉄骨造（Ｓ）が 5施設、木造（Ｗ）が 4

施設となります。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 中央公民館 生涯学習スポーツ課 1976 RC 42 1,056.87 旧  

2 若狭ふれあいセンター 生涯学習スポーツ課 1988 SRC 30 1,200.04 新  

3 交流ターミナルセンター 生涯学習スポーツ課 1996 RC 22 1,137.54 新  

4 西津公民館 生涯学習スポーツ課 1974 RC 44 1,296.44 旧  

5 久須夜交流センター 生涯学習スポーツ課 2005 W 13 540.68 新  

6 国富公民館 生涯学習スポーツ課 1979 Ｓ 39 347.35 旧  

7 宮川公民館 生涯学習スポーツ課 1979 RC 39 350.46 旧  

8 松永公民館 生涯学習スポーツ課 1974 RC 44 346.15 旧  

9 遠敷公民館 生涯学習スポーツ課 1977 Ｓ 41 373.80 旧  

10 今富公民館 生涯学習スポーツ課 2013 RC 5 1,105.67 新  

11 口名田公民館 生涯学習スポーツ課 1980 Ｓ 38 344.10 旧  

12 中名田公民館 生涯学習スポーツ課 1981 RC 37 350.53 旧  

13 加斗公民館 生涯学習スポーツ課 1980 Ｓ 38 340.40 旧  

14 小浜コミュニティー会館 生涯学習スポーツ課 1994 RC 24 404.45 新  

15 勤労福祉会館 商工観光課 1983 RC 35 660.77 新  

16 働く婦人の家 商工観光課 1992 RC 26 1,563.04 新  

17 酒井会館 財政課 1970 W 48 137.41 旧  

18 遠敷交流センター 生涯学習スポーツ課 1991 W 27 177.00 新  

19 梅千代会館 環境衛生課 2004 W 14 387.90 新  

20 梅千代会館（倉庫） 環境衛生課 2017 Ｓ 1 30.80 新  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 
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②施設の現況評価（一次評価） 

   現況評価においては、「維持」が 4施設、「改善」が 12 施設、「改廃」が 4施設となりまし

た。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 中央公民館 84.00 － 52.65 513 3,963 28.04 47.55 改善 

2 若狭ふれあいセンター 60.00 － 55.13 72 1,826 104.29 53.00 維持 

3 交流ターミナルセンター 44.00 － 56.79 524 7,444 55.55 46.46 改善 

4 西津公民館 88.00 － 52.24 284 1,195 18.74 50.27 維持 

5 久須夜交流センター 54.17 － 55.74 148 3,670 46.10 50.68 維持 

6 国富公民館 102.63 要 31.04 315 4,691 17.76 48.54 改廃 

7 宮川公民館 78.00 － 53.27 386 4,071 12.72 48.20 改善 

8 松永公民館 88.00 要 42.39 126 3,435 32.53 50.72 改善 

9 遠敷公民館 107.89 要 30.49 255 3,285 16.57 49.56 改廃 

10 今富公民館 10.00 － 60.31 455 4,418 36.90 47.94 改善 

11 口名田公民館 100.00 要 31.31 357 4,560 15.12 48.24 改廃 

12 中名田公民館 74.00 － 53.68 398 4,419 13.37 47.97 改善 

13 加斗公民館 100.00 要 46.07 223 3,867 20.28 49.61 改廃 

14 小浜コミュニティー会館 48.00 － 56.38 880 4,672 5.90 44.17 改善 

15 勤労福祉会館 70.00 － 54.10 246 1,550 11.59 50.28 維持 

16 働く婦人の家 52.00 － 55.96 337 4,617 69.73 49.27 改善 

17 酒井会館 200.00 要 30.80 200 727 1.37 50.80 改善 

18 遠敷交流センター 112.50 － 49.70 53 735 6.69 51.97 改善 

19 梅千代会館 58.33 － 55.31 1,368 9,919 9.16 38.39 改善 

20 梅千代会館（倉庫） 2.63 － 51.07 1,368 9,925 0.73 38.25 改善 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

   現況評価および政策的評価の結果、基本方針は「現状維持」が 15施設、「存続について検

討」が 1施設、「改修・建替え」が 4施設となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 中央公民館 改善 低 存続について検討 用途転用、廃止 

2 若狭ふれあいセンター 維持 － 現状維持 機能保持 

3 交流ターミナルセンター 改善 高 現状維持 機能保持 

4 西津公民館 維持 － 現状維持 機能保持 

5 久須夜交流センター 維持 － 現状維持 機能保持 

6 国富公民館 改廃 高 改修・建替え 長寿命化、耐震改修 

7 宮川公民館 改善 高 現状維持 機能保持 

8 松永公民館 改善 高 現状維持 長寿命化、耐震改修 

9 遠敷公民館 改廃 高 改修・建替え 長寿命化、耐震改修 

10 今富公民館 改善 高 現状維持 機能保持 

11 口名田公民館 改廃 高 改修・建替え 長寿命化、耐震改修 

12 中名田公民館 改善 高 現状維持 機能保持 

13 加斗公民館 改廃 高 改修・建替え 長寿命化、耐震改修 

14 小浜コミュニティー会館 改善 高 現状維持 機能保持 

15 勤労福祉会館 維持 － 現状維持 機能保持 

建物（ハード）

60

機
能
（

ソ
フ
ト
）

Ｂ【改善】 Ａ【維持】

Ｃ【改善】Ｄ【改廃】

30 40 50 70

40

60

中央公民館

交流ターミナルセンター

若狭ふれあいセンター

西津公民館

久須夜交流センター

国富公民館

宮川公民館

松永公民館

遠敷公民館

今富公民館

口名田公民館
中名田公民館

加斗公民館

小浜コミュニティー会館

勤労福祉会館

働く婦人の家

酒井会館

遠敷交流センター

梅千代会館 梅千代会館（倉庫）
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16 働く婦人の家 改善 高 現状維持 機能保持 

17 酒井会館 改善 高 現状維持 機能保持 

18 遠敷交流センター 改善 高 現状維持 機能保持 

19 梅千代会館 改善 高 現状維持 機能保持 

20 梅千代会館（倉庫） 改善 高 現状維持 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●中央公民館 

整備手法を「用途転用」もしくは「廃止」とします。 

現在、ふれあいスクールとボランティアセンターが設置されていることから、それらを

踏まえたうえで 2023 年度までに用途転用もしくは廃止について検討を進めていきます。 

 

●若狭ふれあいセンター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●交流ターミナルセンター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●西津公民館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●久須夜交流センター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●国富公民館 

基本方針は「改修・建替え」ですが、建替えにかかるコストを検討した結果、整備手法

は「長寿命化」および「耐震改修」とし、2023 年度までに長寿命化工事と耐震化工事の実

施について検討を進めていきます。 

 

●宮川公民館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

 

 



13 

 

●松永公民館 

整備手法を「長寿命化」「耐震改修」とします。 

2023 年度までに長寿命化工事と耐震化工事の実施について検討を進めていきます。 

 

●遠敷公民館 

基本方針は「改修・建替え」ですが、建替えにかかるコストを検討した結果、整備手法

は「長寿命化」および「耐震改修」とし、2023 年度までに長寿命化工事と耐震化工事の実

施について検討を進めていきます。 

 

●今富公民館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●口名田公民館 

基本方針は「改修・建替え」ですが、建替えにかかるコストを検討した結果、整備手法

は「長寿命化」および「耐震改修」とします。（2018 年度（平成 30年度）に耐震化工事を

実施） 

 

●中名田公民館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●加斗公民館 

基本方針は「改修・建替え」ですが、建替えにかかるコストを検討した結果、整備手法

は「長寿命化」および「耐震改修」とします。（2019 年度に耐震化工事を実施予定） 

 

●小浜コミュニティー会館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●勤労福祉会館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●働く婦人の家 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 
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●酒井会館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●遠敷交流センター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●梅千代会館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●梅千代会館（倉庫） 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

 

（２）文化施設  

 

①施設の基本情報 

   文化会館は、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）で、築４７年が経過しており、延床面積は施設

全体の 2.0％を占めています。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 文化会館 文化課 1971 RC 47 3,059.43 旧  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価は、「改善」となりました。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 文化会館 94.00 要 41.77 277 4,886 187.39 51.57 改善 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は「現状維持」となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 文化会館 改善 高 現状維持 長寿命化、耐震改修 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

  ●文化会館 

    整備手法を「長寿命化」および「耐震改修」とします。 

2023 年度までに長寿命化工事と耐震改修工事の実施について検討を進めていきます。 

 

 

（３）図書館 

 

①施設の基本情報 

市立図書館は、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）で、築２７年が経過しており、延床面積は施

設全体の 1.7％を占めています。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 市立図書館 生涯学習スポーツ課 1991 RC 27 2,628.93 新  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

建物（ハード）

60
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能
（

ソ

フ
ト
）

30 40
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②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価は、「改善」となりました。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 市立図書館 54.00 － 55.76 877 7,816 80.83 44.12 改善 

 

 

 

 

③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は「現状維持」となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 市立図書館 改善 高 現状維持 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

  ●市立図書館 

    整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 
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30 40
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Ｃ【改善】Ｄ【改廃】

60 70

40

図書館
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（４）博物館等  

 

①施設の基本情報 

全 6 施設のうち、2 施設が築 30 年以上となっています。延床面積の合計は 5,332.98 ㎡

で、施設全体の 3.4％を占めています。構造別では、鉄骨造（Ｓ）が 1施設、木造（Ｗ）が

5施設となります。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 旭座 文化課 2016 W 2 664.43 新 指定管理 

2 町並みと食の館 文化課 1910 W 108 281.30 旧 指定管理 

3 御食国若狭おばま食文化館 食のまちづくり課 2003 Ｓ 15 3,649.30 新  

4 山川登美子記念館 文化課 1907 W 111 364.67 旧  

5 鵜の瀬公園資料館 商工観光課 1998 W 20 129.52 新  

6 ふるさと文化財の森センター 文化課 2005 W 13 243.76 新 指定管理 

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価においては、「維持」が 3 施設、「改善」が 2 施設、「改廃」が 1 施設となりまし

た。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 旭座 8.33 － 60.48 0 0 338.39 58.22 維持 

2 町並みと食の館 200.00 － 40.64 0 0 12.46 52.77 改善 

3 御食国若狭おばま食文化館 39.47 － 57.26 0 0 1,175.11 72.22 維持 

4 山川登美子記念館 200.00 要 30.80 910 2,714 3.54 44.74 改廃 

5 鵜の瀬公園資料館 83.33 － 52.72 234 12,782 19.36 45.73 改善 

6 ふるさと文化財の森センター 54.17 － 55.74 0 0 6.80 52.67 維持 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は「現状維持」が 5 施設、「改修・建替え」

が 1施設となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 旭座 維持 － 現状維持 機能保持 

2 町並みと食の館 改善 高 現状維持 機能保持 

3 御食国若狭おばま食文化館 維持 － 現状維持 機能保持 

4 山川登美子記念館 改廃 高 改修・建替え 機能保持 

5 鵜の瀬公園資料館 改善 高 現状維持 機能保持 

6 ふるさと文化財の森センター 維持 － 現状維持 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●旭座 

整備手法を「機能保持」とします。 

歴史的価値のある建築物であることから、計画的な改修等により施設保全に努めていき

ます。 
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ふるさと文化財の森センター
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●町並みと食の館 

整備手法を「機能保持」とします。 

歴史的価値のある建築物であることから、計画的な改修等により施 設保全に努めてい

きます。 

 

●御食国若狭おばま食文化館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●山川登美子記念館 

基本方針は「改修・建替え」ですが、歴史的価値のある建築物であることから、整備手

法を「機能保持」とし、計画的な改修等により施設保全に努めていきます。 

 

●鵜の瀬公園資料館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●ふるさと文化財の森センター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

 

（５）スポーツ施設  

 

①施設の基本情報 

全 8 施設のうち、3 施設が築 30 年以上となっています。延床面積の合計は 9,980.36 ㎡

で、施設全体の 6.4％を占めています。構造別では、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）が 2施設、

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）が 3施設、鉄骨造（Ｓ）が 2施設、木造（Ｗ）が 1施設

となります。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 市民体育館 生涯学習スポーツ課 1976 SRC 42 3,448.70 旧 指定管理 

2 武道館 生涯学習スポーツ課 1984 SRC 34 941.18 新 指定管理 

3 温水プール 生涯学習スポーツ課 1998 SRC 20 2,279.20 新  

4 総合運動場 メインスタンド 生涯学習スポーツ課 1995 RC 23 1,527.38 新 指定管理 

5 総合運動場 屋内多目的広場 生涯学習スポーツ課 1999 Ｓ 19 1,020.20 新 指定管理 

6 総合運動場 弓道場 生涯学習スポーツ課 2011 W 7 269.00 新 指定管理 

7 総合運動場 便所 生涯学習スポーツ課 1995 Ｓ 23 102.40 新 指定管理 

8 市営野球場 生涯学習スポーツ課 1980 RC 38 392.30 旧 指定管理 
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※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価においては、「維持」が 3施設、「改善」が 5施設となりました。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

会館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 市民体育館 84.00 － 52.65 36 412 110.92 53.98 維持 

2 武道館 68.00 － 54.31 30 509 44.82 52.87 維持 

3 温水プール 40.00 － 57.20 631 8,831 105.28 45.91 改善 

4 総合運動場 メインスタンド 46.00 － 56.58 187 1,888 43.04 51.10 維持 

5 総合運動場 屋内多目的広場 50.00 － 56.17 326 2,338 20.41 49.50 改善 

6 総合運動場 弓道場 29.17 － 58.33 250 3,353 10.03 49.45 改善 

7 総合運動場 便所 60.53 － 55.08 58 15,383 75.13 46.86 改善 

8 市営野球場 76.00 － 53.48 540 8,569 17.34 45.22 改善 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は 8施設とも「現状維持」となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 市民体育館 維持 － 現状維持 機能保持 

2 武道館 維持 － 現状維持 機能保持 

3 温水プール 改善 高 現状維持 機能保持 

4 総合運動場 メインスタンド 維持 － 現状維持 機能保持 

5 総合運動場 屋内多目的広場 改善 高 現状維持 機能保持 

6 総合運動場 弓道場 改善 高 現状維持 機能保持 

7 総合運動場 便所 改善 高 現状維持 機能保持 

8 市営野球場 改善 高 現状維持 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●市民体育館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●武道館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●温水プール 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●総合運動場 メインスタンド 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●総合運動場 屋内多目的広場 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●総合運動場 弓道場 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 
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●屋内運動場 便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●市営野球場 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

 

２．福祉系施設 

（１）保育園・幼稚園・児童施設  

 

①施設の基本情報 

全 17 施設のうち、14 施設が築 30年以上となっています。延床面積の合計は 7,534.19 ㎡

で、施設全体の 4.8％を占めています。構造別では、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）が 10 施

設、鉄骨造（Ｓ）が 1施設、木造（Ｗ）が 6施設となります。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 内外海保育園 子ども未来課 1978 RC 40 521.76 旧  

2 国富保育園 子ども未来課 1991 RC 27 403.59 新  

3 宮川保育園 子ども未来課 1978 W 40 255.05 旧  

4 松永保育園 子ども未来課 1980 W 38 337.88 旧  

5 遠敷保育園 子ども未来課 1979 RC 39 826.35 旧  

6 口名田保育園 子ども未来課 1998 RC 20 518.70 新  

7 中名田保育園 子ども未来課 1996 RC 22 370.61 新  

8 加斗保育園 子ども未来課 1976 W 42 362.70 旧  

9 浜っ子こども園 子ども未来課 1983 RC 35 1,363.10 新  

10 母と子の家児童発達支援センター 高齢・障がい者元気支援課 1988 W 30 279.16 新 指定管理 

11 子育て支援センター 子ども未来課 1981 RC 37 582.20 旧  

12 堅海児童センター 子ども未来課 1983 RC 35 349.50 新  

13 宮川児童館 子ども未来課 1984 Ｓ 34 185.54 新  

14 遠敷児童センター 子ども未来課 1986 RC 32 435.48 新  

15 中名田児童館 子ども未来課 1974 W 44 200.40 旧  

16 加斗児童館 子ども未来課 1983 W 35 173.17 新  

17 今富児童クラブ 子ども未来課 1977 RC 41 369.00 旧  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 
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②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価においては、「維持」が 7 施設、「改善」が 9 施設、「改廃」が 1 施設となりまし

た。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 内外海保育園 80.00 － 53.06 437 8,583 42.67 46.40 改善 

2 国富保育園 54.00 － 55.76 37 1,013 46.33 52.63 維持 

3 宮川保育園 166.67 － 44.09 0 0 22.00 52.93 改善 

4 松永保育園 158.33 － 44.95 85 2,945 49.00 51.50 改善 

5 遠敷保育園 78.00 － 53.27 218 5,061 80.00 50.14 維持 

6 口名田保育園 40.00 － 57.20 66 1,707 56.00 52.28 維持 

7 中名田保育園 44.00 － 56.79 19 265 21.67 52.67 維持 

8 加斗保育園 175.00 － 43.23 0 0 35.00 53.14 改善 

9 浜っ子こども園 70.00 － 54.10 108 3,767 198.00 53.47 維持 

10 母と子の家児童発達支援センター 125.00 － 48.41 0 0 5.83 52.66 改善 

11 子育て支援センター 74.00 － 53.68 478 11,664 59.22 45.07 改善 

12 堅海児童センター 70.00 － 54.10 238 1,652 8.45 50.24 維持 

13 宮川児童館 89.47 － 52.08 232 2,476 6.89 49.91 改善 

14 遠敷児童センター 64.00 － 54.72 76 1,255 25.09 51.88 維持 

15 中名田児童館 183.33 － 42.37 410 2,237 3.83 48.64 改廃 

16 加斗児童館 145.83 － 46.25 109 2,504 13.87 50.92 改善 

17 今富児童クラブ 82.00 － 47.94 57 1,902 49.55 52.16 改善 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は「現状維持」が 15 施設、「改修・建替え」

が 1施設、「存続について検討」が 1施設となりました。（2021 年 3 月改訂） 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 内外海保育園 改善 高 現状維持 機能保持 

2 国富保育園 維持 － 現状維持 集約化 

3 宮川保育園 改善 高 現状維持 集約化 

4 松永保育園 改善 高 現状維持 集約化 

5 遠敷保育園 維持 － 現状維持 集約化 

6 口名田保育園 維持 － 現状維持 集約化 

7 中名田保育園 維持 － 現状維持 集約化 

8 加斗保育園 改善 高 現状維持 機能保持 

9 浜っ子こども園 維持 － 現状維持 機能保持 

10 母と子の家児童発達支援センター 改善 高 現状維持 機能保持 

11 子育て支援センター 改善 高 現状維持 機能保持 

12 堅海児童センター 維持 － 現状維持 機能保持 

13 宮川児童館 改善 低 存続について検討 廃止 

14 遠敷児童センター 維持 － 現状維持 機能保持 

15 中名田児童館 改廃 高 改修・建替え 機能保持 

16 加斗児童館 改善 高 現状維持 機能保持 

17 今富児童クラブ 改善 高 現状維持 機能保持 

Ｂ【改善】 Ａ【維持】

Ｃ【改善】Ｄ【改廃】
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④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●内外海保育園 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●国富保育園 

基本方針は「現状維持」ですが、「小浜市立保育園統廃合および民営化計画」に基づき、

統廃合もしくは民営化に向けた検討を進めていくことから、整備手法は「集約化」としま

す。 

 

●宮川保育園 

基本方針は「現状維持」ですが、「小浜市立保育園統廃合および民営化計画」に基づき、

統廃合もしくは民営化に向けた検討を進めていくことから、整備手法は「集約化」としま

す。 

 

●松永保育園 

基本方針は「現状維持」ですが、「小浜市立保育園統廃合および民営化計画」に基づき、

統廃合もしくは民営化に向けた検討を進めていくことから、整備手法は「集約化」としま

す。 

 

●遠敷保育園 

基本方針は「現状維持」ですが、「小浜市立保育園統廃合および民営化計画」に基づき、

統廃合もしくは民営化に向けた検討を進めていくことから、整備手法は「集約化」としま

す。 

 

●口名田保育園 

基本方針は「現状維持」ですが、「小浜市立保育園統廃合および民営化計画」に基づき、

統廃合もしくは民営化に向けた検討を進めていくことから、整備手法は「集約化」としま

す。 

 

●中名田保育園 

基本方針は「現状維持」ですが、「小浜市立保育園統廃合および民営化計画」に基づき、

統廃合もしくは民営化に向けた検討を進めていくことから、整備手法は「集約化」としま

す。 

 

●加斗保育園 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 
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●浜っ子こども園 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●母と子の家児童発達支援センター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●子育て支援センター 

整備手法を「機能保持」とします。 

計画的に改修等を実施し、施設保全に努めていくと同時に、類似施設の建替え等がある

場合には、編入について検討します。 

 

●堅海児童センター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●宮川児童館 

整備手法を「廃止」とします。 

2021 年度（令和 3年度）に施設機能を廃止します。 

 

●遠敷児童センター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●中名田児童館 

基本方針は「改修・建替え」となりましたが、建替えにかかるコストを検討した結果、

整備手法は「機能保持」とし、経年劣化等に対応するための修繕等を実施、施設保全に努

めていきます。 

 

●加斗児童館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●今富児童クラブ 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 
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（２）保健・福祉施設  

 

①施設の基本情報 

全 5 施設のうち、3 施設が築 30 年以上となっています。延床面積の合計は 4,562.91 ㎡

で、施設全体の 2.9％を占めています。構造別では、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）が 3施設、

鉄骨造（Ｓ）が 1施設、木造（Ｗ）が 1施設となります。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 福祉センター 市民福祉課 1977 RC 41 328.32 旧  

2 健康管理センター 高齢・障がい者元気支援課 1980 RC 38 1,237.37 旧  

3 総合福祉センター 高齢・障がい者元気支援課 2002 RC 16 2,565.22 新 指定管理 

4 生きがい活動拠点施設 高齢・障がい者元気支援課 2004 Ｓ 14 262.00 新 指定管理 

5 老人憩いの家やすらぎ荘 高齢・障がい者元気支援課 1975 W 43 170.00 旧  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価においては、「維持」が 2 施設、「改善」が 1 施設、「改廃」が 2 施設となりまし

た。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 福祉センター 82.00 要 43.02 537 881 1.50 48.24 改廃 

2 健康管理センター 76.00 要 43.64 431 6,624 79.17 47.88 改廃 

3 総合福祉センター 32.00 － 58.03 0 0 98.40 54.21 維持 

4 生きがい活動拠点施設 36.84 － 57.53 113 841 8.12 51.50 維持 

5 老人憩いの家やすらぎ荘 179.17 要 32.96 54 1,067 11.46 51.90 改善 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は「現状維持」が 3 施設、「存続について検

討」が 1施設、「改修・建替え」が 1施設となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 福祉センター 改廃 低 存続について検討 廃止 

2 健康管理センター 改廃 高 改修・建替え 大規模改修もしくは建替え 

3 総合福祉センター 維持 － 現状維持 機能保持 

4 生きがい活動拠点施設 維持 － 現状維持 機能保持 

5 老人憩いの家 やすらぎ荘 改善 高 現状維持 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●福祉センター 

整備手法を「廃止」とします。 

旧小浜第二保育園と一体となった施設であり、2023 年度までに廃止について検討を進

めていきます。 

 

●健康管理センター 

整備手法を「大規模改修もしくは建替え」とします。 

2023 年度までに大規模改修もしくは建替えについて検討を進めると同時に、類似施設

の適正配置や集約化を含めた整備についても検討を行います。 
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29 

 

●総合福祉センター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●生きがい活動拠点施設 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●老人憩いの家 やすらぎ荘 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

 

３．産業観光系施設 

（１）産業施設  

 

①施設の基本情報 

全 2 施設のうち、1 施設が築 30 年以上となっています。延床面積の合計は 751.20 ㎡で、

施設全体の 0.5％を占めています。構造は、2施設とも木造（Ｗ）です。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 農産物加工施設 農林水産課 1982 W 36 280.00 新 指定管理 

2 わかさ国府の郷 四季菜館 農林水産課 2009 W 9 471.20 新  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価においては、2施設とも「改善」となりました。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 農産物加工施設 150.00 － 45.82 14 42 2.89 52.49 改善 

2 わかさ国府の郷 四季菜館 37.50 － 57.46 695 5,803 12.81 45.17 改善 

 

 



30 

 

 

 

③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、2施設とも基本方針は「存続について検討」となりま

した。（2021 年 3 月改訂） 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 農産物加工施設 改善 低 存続について検討 廃止 

2 わかさ国府の郷 四季菜館 改善 低 存続について検討 用途転用 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●農産物加工施設 

整備手法を「廃止」とします。 

小浜市健康管理センターの建替え工事に伴い 2021 年度（令和 3年度）に除却します。 

 

●わかさ国府の郷 四季菜館 

整備手法を「用途転用」とします。 

施設の改修を行い、地場産農産物を活用したレストランとして使用していきます。 
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（２）観光施設  

 

①施設の基本情報 

全 23 施設のうち、9 施設が築 30 年以上となっています。延床面積の合計は 1,495.46 ㎡

で、施設全体の 1.0％を占めています。構造別では、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）が 11 施

設、鉄骨造（Ｓ）が 2施設、木造（Ｗ）が 6施設、コンクリートブロック造（ＣＢ）が 4施

設となります。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 まちなか交流施設 商工観光課 2016 Ｓ 2 563.21 新 指定管理 

2 食事処 濱の四季 食のまちづくり課 2004 Ｓ 14 242.10 新 指定管理 

3 道の駅若狭おばま 都市整備課 2010 W 8 274.00 新 指定管理 

4 海岸通り休憩所、公衆便所 商工観光課 1992 RC 26 92.74 新  

5 サンセットロビー公衆トイレ 商工観光課 1990 RC 28 4.25 新  

6 阿納公衆便所 商工観光課 1980 RC 38 18.92 旧  

7 犬熊公衆便所 商工観光課 1982 RC 36 20.50 新  

8 志積公衆便所 商工観光課 1981 RC 37 13.53 旧  

9 松原公衆便所 商工観光課 1994 RC 24 32.32 新  

10 岡津公衆便所 商工観光課 1978 CB 40 6.14 旧  

11 明通寺公衆便所 商工観光課 1985 RC 33 22.44 新  

12 円照寺公衆便所 商工観光課 1990 W 28 22.61 新  

13 八百比丘尼入定地休憩所 商工観光課 1991 W 27 6.48 新  

14 常高寺公衆便所 商工観光課 1993 RC 25 30.24 新  

15 八百比丘尼入定地公衆便所 商工観光課 1991 W 27 19.44 新  

16 下根来観光休憩所 商工観光課 1974 W 44 7.29 旧  

17 阿納公衆便所（ブルーパーク） 商工観光課 2015 RC 3 16.56 新  

18 矢代公衆トイレ 商工観光課 1990 CB 28 12.94 新  

19 宇久公衆便所 商工観光課 1988 CB 30 6.53 新  

20 田烏公衆便所 商工観光課 1960 RC 58 24.80 旧  

21 川西公衆便所 商工観光課 1990 CB 28 4.60 新  

22 妙楽寺公衆便所 商工観光課 1988 RC 30 21.12 新  

23 神宮寺公衆便所 商工観光課 1990 W 28 32.70 新  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 
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②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価においては、「維持」が 11 施設、「改善」が 11 施設、「改廃」が 1 施設となりま

した。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 まちなか交流施設 5.26 － 60.80 0 0 451.67 60.12 維持 

2 食事処 濱の四季 36.84 － 57.53 0 0 77.84 53.86 維持 

3 道の駅若狭おばま 33.33 － 57.89 0 0 1,340.00 74.98 維持 

4 海岸通り休憩所、公衆便所 52.00 － 55.96 175 5,623 8.18 49.02 改善 

5 サンセットロビー公衆トイレ 56.00 － 55.55 2,811 66,140 0.27 3.72 改善 

6 阿納公衆便所 76.00 要 43.64 0 0 9.72 52.72 改善 

7 犬熊公衆便所 72.00 － 53.89 0 0 6.79 52.67 維持 

8 志積公衆便所 74.00 要 43.84 0 0 0.66 52.57 改善 

9 松原公衆便所 48.00 － 56.38 492 18,275 3.29 41.22 改善 

10 岡津公衆便所 97.56 要 41.40 0 0 0.27 52.56 改善 

11 明通寺公衆便所 66.00 － 54.51 14 5,169 22.16 50.63 維持 

12 円照寺公衆便所 116.67 － 49.27 0 0 1.05 52.58 改善 

13 八百比丘尼入定地休憩所 112.50 － 49.70 0 0 0.27 52.56 改善 

14 常高寺公衆便所 50.00 － 56.17 0 0 2.32 52.60 維持 

15 八百比丘尼入定地公衆便所 112.50 － 49.70 2,099 10,798 0.27 32.46 改廃 

16 下根来観光休憩所 183.33 要 32.53 2 1,501 19.36 52.23 改善 

17 阿納公衆便所（ブルーパーク） 6.00 － 60.72 1 71 4.93 52.61 維持 

18 矢代公衆トイレ 68.29 － 54.28 0 0 2.48 52.60 維持 

19 宇久公衆便所 73.17 － 53.77 0 0 0.27 52.56 維持 

20 田烏公衆便所 116.00 要 39.50 0 0 6.39 52.67 改善 

21 川西公衆便所 68.29 － 54.28 104 2,254 0.27 50.84 維持 

22 妙楽寺公衆便所 60.00 － 55.13 0 0 4.38 52.63 維持 

23 神宮寺公衆便所 116.67 － 49.27 0 0 12.35 52.77 改善 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は「現状維持」が 20施設、「存続について検

討」が 2施設、「改修・建替え」が 1施設となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 まちなか交流施設 維持 － 現状維持 機能保持 

2 食事処 濱の四季 維持 － 現状維持 機能保持 

3 道の駅若狭おばま 維持 － 現状維持 機能保持 

4 海岸通り休憩所、公衆便所 改善 高 現状維持 機能保持 

5 サンセットロビー公衆トイレ 改善 低 存続について検討 廃止 

6 阿納公衆便所 改善 高 現状維持 機能保持 

7 犬熊公衆便所 維持 － 現状維持 機能保持 

8 志積公衆便所 改善 高 現状維持 機能保持 

9 松原公衆便所 改善 高 現状維持 機能保持 

Ｂ【改善】 Ａ【維持】

Ｃ【改善】Ｄ【改廃】
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10 岡津公衆便所 改善 低 存続について検討 廃止 

11 明通寺公衆便所 維持 － 現状維持 機能保持 

12 円照寺公衆便所 改善 高 現状維持 機能保持 

13 八百比丘尼入定地休憩所 改善 高 現状維持 機能保持 

14 常高寺公衆便所 維持 － 現状維持 機能保持 

15 八百比丘尼入定地公衆便所 改廃 高 改修・建替え 機能保持 

16 下根来観光休憩所 改善 高 現状維持 機能保持 

17 阿納公衆便所（ブルーパーク） 維持 － 現状維持 機能保持 

18 矢代公衆トイレ 維持 － 現状維持 機能保持 

19 宇久公衆便所 維持 － 現状維持 機能保持 

20 田烏公衆便所 改善 高 現状維持 機能保持 

21 川西公衆便所 維持 － 現状維持 機能保持 

22 妙楽寺公衆便所 維持 － 現状維持 機能保持 

23 神宮寺公衆便所 改善 高 現状維持 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●まちなか交流施設 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●食事処 濱の四季 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●道の駅若狭おばま 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●海岸通り休憩所、公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●サンセットロビー公衆トイレ 

整備手法を「廃止」とします。 

2023 年度までの廃止について検討を進めていきます。 

 

●阿納公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 
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●犬熊公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●志積公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●松原公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●岡津公衆便所 

整備手法を「廃止」とします。 

地域の意見を聞きながら、2023 年度までの廃止について検討を進めていきます。 

 

●明通寺公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●円照寺公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●八百比丘尼入定地休憩所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●常高寺公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●八百比丘尼入定地公衆便所 

基本方針は「改修・建替え」ですが、建替えにかかるコストを検討した結果、整備手法

は「機能保持」とし、経年劣化等に対応するための修繕等を実施、施設保全に努めていき

ます。 
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●下根来観光休憩所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●阿納公衆便所（ブルーパーク） 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●矢代公衆トイレ 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●宇久公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●田烏公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●川西公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●妙楽寺公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●神宮寺公衆便所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



37 

 

４．行政系施設 

（１）庁舎等  

市庁舎は、行政機能の基幹となる施設であることから、現況評価（一次評価）は「建物

（ハード）」のみの評価としました。 

 

①施設の基本情報 

市庁舎は、鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）で、築３１年が経過しており、延床面積は

施設全体の 5.8％を占めています。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 市庁舎 財政課 1987 SRC 31 9,159.21 新  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価は、「改善」となりました。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 市庁舎 62.00 － 54.93 － － － － 改善 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は「現状維持」となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 市庁舎 改善 高 現状維持 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

  ●市庁舎 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

 

（２）供給処理施設  

施設類型が「供給処理施設」に分類された施設は、クリーンセンターなど市民生活に欠

かせない施設であることから、現況評価（一次評価）は「建物（ハード）」のみの評価と

しました。 

 

①施設の基本情報 

全 4 施設のうち、1 施設が築 30 年以上となっています。延床面積の合計は 12,029.60 ㎡

で、施設全体の 7.7％を占めています。構造別では、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）が 1施設、

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）が 1施設、鉄骨造（Ｓ）が 2施設となります。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 一般廃棄物ストックヤード 環境衛生課 2009 Ｓ 9 100.00 新  

2 クリーンセンター 環境衛生課 1999 SRC 19 3,564.37 新  

3 リサイクルプラザ 環境衛生課 2007 Ｓ 11 6,809.23 新  

4 衛生管理所 環境衛生課 1987 RC 31 1,556.00 新  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価においては、4施設すべて「改善」となりました。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 一般廃棄物ストックヤード 23.68 － 58.89 － － － － 改善 

2 クリーンセンター 38.00 － 57.41 － － － － 改善 

3 リサイクルプラザ 28.95 － 58.35 － － － － 改善 

4 衛生管理所 62.00 － 54.93 － － － － 改善 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は 4 施設すべて「現状維持」となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 一般廃棄物ストックヤード 改善 高 現状維持 機能保持 

2 クリーンセンター 改善 高 現状維持 機能保持 

3 リサイクルプラザ 改善 高 現状維持 機能保持 

4 衛生管理所 改善 高 現状維持 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●一般廃棄物ストックヤード 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●クリーンセンター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●リサイクルプラザ 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 
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●衛生管理所 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

 

（３）その他行政系施設  

施設類型が「その他行政系施設」に分類された施設は、普通財産を除く施設で本計画の

施設類型のいずれにも該当しない施設としました。なお、現況評価（一次評価）は「機能

（ソフト）」について算出することが難しいことから、「建物（ハード）」のみの評価とな

ります。 

 

①施設の基本情報 

全 7 施設のうち、4 施設が築 30 年以上となっています。延床面積の合計は 786.11 ㎡で、

施設全体の 0.5％を占めています。構造別では、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）が 3施設、鉄

骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）が 1施設、鉄骨造（Ｓ）が 3施設となります。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 若狭霊場 環境衛生課 1970 RC 48 174.41 旧  

2 鴨ヶ淵排水機場 農林水産課 1977 SRC 41 125.00 旧  

3 除雪機械格納庫 都市整備課 1984 Ｓ 34 389.00 新  

4 総合公園管理用倉庫 都市整備課 2000 Ｓ 18 97.70 新  

5 郷土歴史資料館 文化課 1978 RC 40 146.32 旧  

6 埋蔵文化財調査センター 文化課 2000 RC 18 338.10 新  

7 まつりの館 商工観光課 2004 Ｓ 14 104.60 新  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価においては、7施設すべて「改善」となりました。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

開館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 若狭霊場 96.00 要 41.57 － － － － 改善 

2 鴨ヶ淵排水機場 82.00 要 43.02 － － － － 改善 

3 除雪機械格納庫 89.47 － 52.08 － － － － 改善 

4 総合公園管理用倉庫 47.37 － 56.44 － － － － 改善 

5 郷土歴史資料館 80.00 要 43.22 － － － － 改善 

6 埋蔵文化財調査センター 36.00 － 57.62 － － － － 改善 

7 まつりの館 36.84 － 57.53 － － － － 改善 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は 7 施設すべて「現状維持」となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 若狭霊場 改善 高 現状維持 機能保持 

2 鴨ヶ淵排水機場 改善 高 現状維持 機能保持 

3 除雪機械格納庫 改善 高 現状維持 機能保持 

4 総合公園管理用倉庫 改善 高 現状維持 機能保持 

5 郷土歴史資料館 改善 高 現状維持 機能保持 

6 埋蔵文化財調査センター 改善 高 現状維持 機能保持 

7 まつりの館 改善 高 現状維持 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●若狭霊場 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●鴨ヶ淵排水機場 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 
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●除雪機械格納庫 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●総合公園管理用倉庫 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●郷土歴史資料館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●埋蔵文化財調査センター 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●まつりの館 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

５．その他の公共施設 

（１）その他の公共施設  

   施設類型が「その他の公共施設」は、普通財産に分類される施設となります。なお、「そ

の他行政系施設」と同様に、現況評価（一次評価）は「機能（ソフト）」について算出する

ことが難しいことから、「建物（ハード）」のみの評価となります。 

   ※2 施設が行政財産へ用途変更【令和 3年 3月改訂】 

 

①施設の基本情報 

全 9 施設のうち、8 施設が築 30 年以上となっています。延床面積の合計は 4,573.25 ㎡

で、施設全体の 2.9％を占めています。構造別では、鉄筋コンクリート造（ＲＣ）が 4施設、

鉄骨造（Ｓ）が 1施設、木造（Ｗ）が 4施設となります。 

№ 施設名 所管課 
建築年度 

（年） 
構造 

経過年数 

（年） 

延床面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
備考 

1 旧小浜第二保育園 財政課 1977 RC 41 620.80 旧  

2 旧阿納尻小学校 財政課 1956 W 62 642.00 旧  

3 旧堅海小学校 財政課 1953 W 65 633.81 旧  

4 小浜市水産物活性化拠点施設(校舎) 農林水産課 1979 RC 39 1,052.33 旧 指定管理 

5 小浜市水産物活性化拠点施設(体育館) 農林水産課 1979 Ｓ 39 471.60 旧 指定管理 
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6 旧田烏保育園 財政課 1997 RC 21 242.75 新  

7 旧下根来小学校 財政課 1975 RC 43 512.59 旧  

8 旧上根来小学校 財政課 1955 W 63 297.02 旧  

9 中名田医療棟 財政課 1980 W 38 100.35 旧  

※構造【W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート造、S:鉄骨造、CB:コンクリートブロック造】 

 

②施設の現況評価（一次評価） 

現況評価においては、「改善」が 5施設、「改廃」が 4施設となりました。 

№ 施設名 

建物（ハード） 機能（ソフト） 

施設の 

方向性 
老朽化率 

（％） 

耐震補強 

の必要性 
偏差値 

利用者 1人 

当りコスト 

（円） 

延床面積 1

㎡当りコスト 

（円） 

会館１日当り

利用者数 

（人） 

偏差値 

1 旧小浜第二保育園 82.00 要 43.02 － － － － 改善 

2 旧阿納尻小学校 200.00 要 30.80 － － － － 改廃 

3 旧堅海小学校 200.00 要 30.80 － － － － 改廃 

4 小浜市水産物活性化拠点施設(校舎) 78.00 要 43.43 － － － － 改善 

5 小浜市水産物活性化拠点施設(体育館) 102.63 要 40.88 － － － － 改善 

6 旧田烏保育園 42.00 － 57.00 － － － － 改善 

7 旧下根来小学校 86.00 要 42.60 － － － － 改善 

8 旧上根来小学校 200.00 要 30.80 － － － － 改廃 

9 中名田医療棟 158.33 要 35.11 － － － － 改廃 
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③施設の政策的評価（二次評価）および基本方針 

現況評価および政策的評価の結果、基本方針は「現状維持」が 2 施設、「存続について検

討」が 6施設、「改修・建替え」が 1施設となりました。 

№ 施設名 
現況評価 

（一次評価） 

政策的評価 

（二次評価） 
基本方針 整備手法 

1 旧小浜第二保育園 改善 低 存続について検討 廃止 

2 旧阿納尻小学校 改廃 低 存続について検討 廃止 

3 旧堅海小学校 改廃 低 存続について検討 廃止 

4 小浜市水産物活性化拠点施設(校舎) 改善 高 現状維持 機能保持 

5 小浜市水産物活性化拠点施設(体育館) 改善 高 現状維持 機能保持 

6 旧田烏保育園 改善 低 存続について検討 廃止 

7 旧下根来小学校 改善 低 存続について検討 廃止 

8 旧上根来小学校 改廃 低 存続について検討 廃止 

9 中名田医療棟 改廃 高 改修・建替え 機能保持 

 

④施設の整備手法および具体的な内容・実施時期についての検討 

●旧小浜第二保育園 

整備手法を「廃止」とします。 

福祉センターと一体となった施設であり、2023 年度までに廃止について検討を進めて

いきます。 

 

●旧阿納尻小学校 

整備手法を「廃止」とします。 

地域の意見を聞きながら、2023 年度までの廃止について検討を進めていきます。 

 

●旧堅海小学校 

整備手法を「廃止」とします。 

2019 年度（令和元年度）に除却しました。 

 

●小浜市水産物活性化拠点施設（校舎）※平成 31 年 4 月に用途変更（行政財産） 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 

 

●小浜市水産物活性化拠点施設（体育館）※平成 31 年 4月に用途変更（行政財産） 

整備手法を「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施し、施設保全に努めていきます。 
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●旧田烏保育園 

整備手法を「廃止」とします。 

地域の意見を聞きながら、2023 年度までの廃止について検討を進めていきます。 

 

●旧下根来小学校 

整備手法を「廃止」とします。 

地域の意見を聞きながら、2023 年度までの廃止について検討を進めていきます。 

 

●旧上根来小学校 

整備手法を「廃止」とします。 

2018 年度（平成 30 年度）に除却しました。 

 

●中名田医療棟 

整備手法は「機能保持」とします。 

経年劣化等に対応するための修繕等を実施、施設保全に努めていきます。 

 

 

第５章 計画の取り組み体制 

 

 （１）全庁的な推進・取り組み体制 

   本計画は、「第５次行財政改革大綱」の方針に基づく「行政経営プラン」の取組事項とし

て推進していきます。 

対象となる施設は、小浜市が保有する全ての公共施設等であることから、施設を所管する

関係各課と連携しながら、全庁体制で取り組んでいきます。 

 

 （２）フォローアップの方針 

   本計画を確実に実行していくために、行政改革実施委員会において進捗管理を行うこと

とし、計画期間内での達成に向け毎年度進捗状況を確認し、その結果について公表していき

ます。 

また、今後の財政状況や社会環境等の変化に応じて、改善等が必要と認められる場合にお

いては適宜見直しを行っていきます。なお、見直しにあたっては、議会や住民、施設利用者

に対して情報提供を行い、小浜市全体で共有化を図ります。 
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参考資料 

（各施設の位置図） 



4
7

中央公民館

若狭ふれあいセンター

交流ターミナルセンター

西津公民館

久須夜交流センター

国富公民館

宮川公民館

松永公民館

遠敷公民館

今富公民館

口名田公民館

中名田公民館

加斗公民館

梅千代会館

梅千代会館（倉庫）

遠敷交流センター

酒井会館

働く婦人の家

勤労福祉会館

小浜コミュニティー会館

個別施設位置図

【集会施設】

国土地理院



4
8

御食国若狭おばま食文化館 山川登美子記念館

鵜の瀬公園資料館

市立図書館

町並みと食の館

ふるさと文化財の森センター

文化会館

個別施設位置図

【文化・図書館・博物館施設】

旭座

国土地理院



4
9

温水プール

（総合運動場）

メインスタンド

屋内多目的広場

弓道場

便所

市営野球場

武道館

個別施設位置図

【スポーツ施設】

市民体育館

国土地理院



5
0

内外海保育園

個別施設位置図

【保育園・幼稚園・児童施設】

国富保育園

宮川保育園

松永保育園

遠敷保育園

口名田保育園

中名田保育園

加斗保育園

浜っ子こども園

母と子の家児童発達支援センター

子育て支援センター

堅海児童センター

宮川児童館

遠敷児童センター

中名田児童館

加斗児童館

今富児童クラブ

国土地理院



5
1

老人憩いの家やすらぎ荘

福祉センター

健康管理センター

個別施設位置図

【保健・福祉施設】

総合福祉センター

生きがい活動拠点施設

国土地理院



5
2

阿納公衆便所

個別施設位置図

【産業・観光施設】
犬熊公衆便所

志積公衆便所

松原公衆便所

岡津公衆便所

明通寺公衆便所

円照寺公衆便所

常高寺公衆便所

阿納公衆便所（ブルーパーク）

矢代公衆トイレ

宇久公衆便所

農産物加工施設

四季菜館

まちなか交流施設

濱の四季

道の駅若狭おばま

海岸道理休憩所、公衆便所

サンセットロビー公衆トイレ

八百比丘尼入定地

休憩所

公衆トイレ

下根来観光休憩所

田烏公衆便所

川西公衆便所

妙楽寺公衆便所
神宮寺公衆便所

国土地理院



5
3

リサイクルプラザ

衛生管理所

一般廃棄物ストックヤード

個別施設位置図

【供給処理施設】

クリーンセンター

国土地理院



5
4

中名田医療棟

鴨ヶ淵排水機場

若狭霊場

個別施設位置図

【庁舎・その他施設】

除雪機械格納庫

総合公園管理用倉庫

郷土歴史資料館

埋蔵文化財調査センター

まつりの館

市庁舎

旧小浜第二保育園

旧阿納尻小学校

旧堅海小学校

旧田烏小学校

校舎

体育館

旧田烏保育園

旧下根来小学校

旧上根来小学校

国土地理院
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